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日  時：令和 5 年 10 月 5 日（木）18 時 30 分 ～19 時 50 分 

場  所：苗生松多目的集会所 

対象地区：苗生松、西の平 

参加人数：15 名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

空き家について 

（市民から） 

ひどい状態になった空き家があるが、町会としてどのように対応すればよいか。 

 

（市から） 

・所有者と連絡がとれ、自分で対応したいとのことだったが、その後進展がない。再度連

絡をとり、早めに対応するよう依頼する。 

・行政代執行という方法もあるが、まずは所有者に対応を依頼していきたい。 

・平川市内で空き家は 401 件ある。対策協議会等で検討しているが、容易に個人の財産

を動かすことはできないため、ご理解いただきたい。 

 

（市民から） 

不動産業者のホームページや空き家バンクには平川市の空き家の情報が少ないため、 

空き家の情報提供をお願いしたい。 

 

（市から） 

・所有者が空き家バンクに登録しないと情報提供できない。空き家バンクへの登録を促

している。 

・空き家の所有者には、今後の空き家の管理についてアンケートを行っている。大半が売

却、貸出を希望しているため、空き家バンクへの登録を勧めるが登録していただけない

のが実情である。 

〇ねぷたの存続について 

（市民から） 

ねぷた祭りを今後も継続していくにはどのようにしていけばよいか。個人的には、町会 

単位ではなく、西地区等のグループでの参加の検討や、小さい頃からねぷた祭りに参加す

る仕組みがあればと考えているが、市として計画・方針等はないか。 

 

（市から） 

・子どもと大人のどちらも、ねぷたへの参加者が少なくなってきた。平川市の観光の目玉

であるため、ねぷた祭りを盛り上げるための財政支援や人手不足の問題について、取り

組んでいきたい。 
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・人手不足については、例えば広報紙で参加者を募集し、派遣するなどの方法もあるた

め、相談していただきたい。 

 

（市民から） 

弘前市、黒石市では囃子の講習会を開催していると聞いた。平川市でも様々ある囃子の

リズムを統一にして講習会を開催し、子ども達を参加させれば面白さを感じてくれると

思うが、そういったことを計画することはできるのか。 

 

（市から） 

・囃子のリズムが団体で異なるのが面白いという意見が多いため、団体の中で育成する

のがいいと考えている。 

・あどの祭りの参加団体で囃子を統一しようとしたが、うまくできなかった。統一には

色々問題がでてくると思うので、課題として検討していきたいと思う。 

・世界一のねぷたの囃子は何回か講習会を開催しているので、基本を学びたい場合は、そ

の講習会に参加していただきたい。 

〇キャッシュレスレジ、書かない窓口について 

（市民から） 

キャッシュレスレジ、書かない窓口は誰でも簡単に利用できるものなのか。概要を教え 

てほしい。 

 

（市から） 

・書かない窓口は、マイナンバーカードや運転免許証等を掲示していただければ、自分で

記載せず住民票等の証明書を取得できる。 

・キャッシュレスレジは、証明書等の手数料をスマホの QR コードやクレジットカード

等で決裁できる。会計課に２台、市民課に１台、尾上総合支所１台に設置している。現

金での支払いにも対応しており、レジを利用して精算していただくことになる。 

 

（市民から） 

キャッシュレスレジでは、通帳からの支払は可能か。 

 

（市から） 

・通帳からの支払はできない。 

〇除雪について 

（市民から） 

県道に沿って融雪構が整備されたが、裏小路は近くの人が善意で除雪を行っている。 

これに対応するモデル事業等はないのか。また、一人暮らしの除雪に対しての支援は何か

ないのか。また、道路の除雪が丁寧に行われていない。 
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（市から） 

・道路除雪の置き雪については、以前、社会福祉協議会が対策のモデル事業を行ったが、

融雪構の有無等の地域差があり、現在は実施していないと認識している。西地区まちづ

くり委員会で対応するのも対策の一つになるのではないか。 

・コミュニティの助成金をうまく活用し、除雪機やトラクターの燃料費を経費とする町

会もある。 

・通常の除雪で置き雪が残らないように心がけているが、家の間口の除雪は社会福祉協

議会やコミュニティの助成金を組み合わせて対応してほしい。 

・道路の除雪については、業者に指導していきたい。 

 

（市民から） 

集会所近くの県道と市道が交わる T 字路の除雪の置き雪が多い。県と市がそれぞれで 

除雪を行っていると思うが、連携してほしい。 

 

（市から） 

・県道と市道が交わる交差点の除雪については、他の町会からも要望があるため、県と協

議していきたいと思う。市としては、県より遅く除雪した箇所の雪は撤去することにし

ているが、対応していない場合があるため、徹底させていきたい。 

 

（市民から） 

・除雪の時間帯が大体決まっているが、たまに時間帯をずらすことはできないか。また、

道路幅にあった除雪をお願いしたい。 

 

（市から） 

・除雪の希望時間帯は人それぞれであることから、時間帯をずらすのもひとつの案とし

て、業者と検討していきたい。 

・道路幅にあった除雪は、業者に指導していきたい。 

 

（市民から） 

家の前の道路は市道なのに規格が合わないということで除雪されない。 

 

（市から） 

・旗竿地として開発した場所は市道にならず、市への移管もできないため、所有者が除雪

することになる。市へ移管するのであれば開発要綱に乗っ取った整備を行う必要があ

る。このような路線は他にもあり、市全体で対応するとなるとかなりの事業費となるこ

とから、容易にルールを変えることはできないことをご理解いただきたい。 

〇街灯フラッグについて 

（市民から） 



- 4 - 

イベント時に平賀駅前に設置されていた街灯フラッグが、道路側からだと見えにくい 

ため、位置を調整していただきたい。 

 

（市から） 

・安全面やねぷたの運行等を考慮し、運転者ではなく歩行者から見やすいように設置し

ているため、ご理解いただきたい。 

〇本庁舎への ATM の設置について 

（市民から） 

本庁舎に ATM は設置できないのか。 

  

（市から） 

・1 階の正面階段裏に設置する予定だったが、キャッシュレス等の時代の変化もあり、金

融機関と合意できなかった。 

〇コンビニでの証明書交付について 

（市民から） 

コンビニで住民票等の証明書を取得できるようにしてほしい。また、延長、休日窓口は

引き続き開設してほしい。 

 

（市から） 

・検討はしたが、費用が高額なため、導入できていない状況である。 

・一枚あたりの手数料の他に、高額な導入・維持費も必要となるため、導入していない。

代わりに、10 月 2 日から運用開始した平川市公式 Line アカウントで、11 月中旬頃か

らスマートフォンからのオンライン請求ができる予定である。郵送となるため、手元に

くるまでに 2～3日程度かかってしまうが、コンビニ交付に比べかなり費用が安くなる。

オンライン請求を開始したことにより、延長・休日窓口を開設しなくなることはないと

考えている。 

〇弘南鉄道の維持について 

（市民から） 

最近電車の利用者が減っているように感じる。地域の交通手段をなくさないために、お

出かけキャンペーン等の財政的支援をお願いしたい。 

 

（市から） 

・財政支援は、弘南鉄道活性化協議会を通じて今後も行っていきたいが、弘南線と大鰐線

の両方を維持してくのは難しいのではないかと考えている。少なくとも弘南線は維持

できるよう市では進めていきたい。 

・弘南鉄道の維持費は沿線の市町村で財政支援を行っている。また、弘南鉄道でお出かけ

キャンペーン等の利用促進も行っている。弘南鉄道がなくならないよう取り組んでい

きたい。 
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